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２０２４年度後援会総会開催 
 

７月２７日（土）下稲吉コミュニティーセンターで、

塩川鉄也衆院議員を迎えて日本共産党かすみがうら市

後援会総会を行いました。 

塩川氏は、「赤旗の裏金問題の追及で自民党は窮地に

陥っている。今や企業団体献金禁止の声は８割に上って

おり、自民党だけが抵抗している。一方で岸田政権は軍

事費優先の政治で国民のいのちと暮らしを脅かしてい

る」と具体例をあげ批判し、日本共産党の経済再生プラ

ンを語り、自民党政治を終わらせようと訴えました。 

３０名を超える方が参加し、参加者からは、日本のジ

ェンダー指数が１５６カ国中１１８位という現状や共

産党の党名についてなど質問がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後援会会長の挨拶 

かすみがうら市では革新的な宮嶋市長が誕生してか

ら２年が経ち、市長派議員と佐藤議員が連携しての奮闘

により希望が持てる市政になってきていると思います。

一方、国政では、最近テレビ朝日の世論調査で、自公政

権継続期待が 38％に対して政権交代の期待 43％となっ

ています。私たちは市民と日本共産党を含めた野党共闘

が国民の期待に応える最良の形だと考えています。それ

には共闘の要である共産党を強く大きくすること後援

会をもっと広げて勢いを示すことです。 

皆さん、共に頑張りましよう。 

 

 

 

 

 

 

後援会ニュース 

【2024 年 活動方針】 

① 総選挙を前に、共産党を知るつどいを開催

する。 

② 後援会員の交流、親睦を図る旅行などを計

画する。 

③ 後援会ニュース編集体制を確立して、ニュ

ースの内容を豊かにしていく。 

④ 後援会ニュースの読者を特に次世代に広げ

ていく。 

⑤ 市民の困りごとの相談や地域の要求実現運

動に力を尽くす。 
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高齢者の補聴器に補助を！年齢による聴覚の衰えは

40歳ごろから始まり 70歳以上では、約半数にあるといわれ

ています。放置していくとコミュニケーションを困難にする

など日常生活の質を落とす原因になります。土浦市、つくば

市など県内８市町村で補聴器購入補助が実施されています。 

かすみがうら市でも高齢者の補聴器購入に公的補助を求めで

いきましょう。請願署名にご協力ください。返信用封筒

で返送していただけると幸いです。 

 

 


